
 

 

 

 

 

事 業 概 要 
 

 

平成 27年度 
 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県食肉衛生検査所 
 

〒８１８－００７２ 

福岡県筑紫野市二日市中央４丁目５番３４号 

e-mail   shokunikukensa@pref.fukuoka.lg.jp 

ＴＥＬ ０９２（９２３）６６２１ 

ＦＡＸ ０９２（９２３）６６４８ 



は じ め に 

 

 近年、日本食が世界的なブームとなっており、「和食」が世界無形文化遺産に登録されま

した。これは、日本食の繊細な味や季節感溢れる美しい色彩だけでなく、食を健康の源と

する「医食同源」の考え方が広く支持された結果であると思います。 

 医食同源の大前提は、食品の安全が常に確保されており、消費者が安心して豊かな食生

活を楽しむことができることにあります。 

 本県では、「福岡県食の安全対策基本方針」を定め、関係各機関が連携しながら、生産か

ら消費に至る各行程において一貫した食品の安全確保のための対策を講じることとしてい

ます。 

 当所では、家畜が食肉へとその姿を変える食品流通行程のスタート地点において、一頭・

一羽ごとの厳正な検査により確実な疾病排除を行うとともに、施設や食肉のモニタリング

検査に基づく指導により食肉処理工程における衛生確保並びにその水準の向上を図り、食

肉の安全確保に努めています。 

 また、検査成績を生産農家にフィードバックすることで、安全な食肉のもととなる健康

な家畜の生産に活用してもらっています。 

 一昨年 4 月に政省令が改正され、と畜場、食鳥処理場における衛生管理を HACCP 導入

型若しくは従来型の何れかにより行うことが可能となりました。 

 HACCP による衛生管理は、FAO/WHO 合同食品規格委員会が推奨しており、国際取引

においてグローバルスタンダード化しつつあります。また、導入施設の衛生水準が、飛躍

的に向上することから、当所では、所管すると畜場・食鳥処理場への導入を積極的に促進

しているところです。 

 畜産経営に大きな影響を与える口蹄疫や豚流行性下痢、人への感染能力の獲得が危惧さ

れている鳥インフルエンザ等、発生時に迅速な対応が必要な疾病に対しては、常に警戒を

怠らず、場内消毒や清掃の徹底を常日頃から指導するとともに、関係施設に対し、迅速で

正確な情報提供に努めているところです。 

 今後とも、最新の知識の習得と技術の研鑽に努め、食肉・食鳥肉の安全確保のための検

査・指導体制の強化を図るとともに、食品衛生・家畜衛生等の関係機関との情報交換を密

にし、幅広い視点から食肉・食鳥肉のより一層の衛生確保に努めて参る所存でありますの

で、引き続きご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。 

 ここに、平成 27 年度事業概要をとりまとめましたので、ご高覧をいただければ幸いと存

じます。 

 

   平成 28 年 8 月 

 

                 福岡県食肉衛生検査所 臂  博美 
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１ 福岡県のと畜、食鳥検査の概要  
 

(１) と畜検査の概要 

福岡県が管轄する地域（福岡市、北九州市､大牟田市、久留米市を除く。）にはと

畜場が 4 施設あったが、直方ミートセンターは現在も休業中であり、また平成 27

年 12月にうきは市と畜場が廃止となった。専任のと畜検査員 18名でと畜検査を行っ

ている。 

平成 27 年度の検査頭数は牛 16,739 頭、とく 159 頭、馬 1,230 頭、豚 66,251 頭、

めん羊 9 頭で、前年度比は牛では 1,670 頭減少、とくでは 11 頭減少、馬では 115

頭増加、豚では 740 頭減少、めん羊では 13 頭減少した。なお、平成 27 年度の山羊

のと畜はなかった。各と畜場の検査頭数は第２章に示しているとおりである。  

本県管轄内で最も大きなと畜場である九州協同食肉株式会社は全農の関連会社で、

牛豚ともに県内をはじめ九州各県及び山口県等広い範囲から搬入され、牛において

は肉用種の比率が高い。 

一方、県南部のと畜場（県南食肉センター、うきは市と畜場）は、二つのと畜場

を合わせた年間のと畜頭数の 5 割以上が馬で占められている。また、県南食肉セン

ターの牛においては、乳用種の比率が高い。 

ＢＳＥスクリーニング検査は、平成２５年７月１日よりＢＳＥ検査の対象となる

牛の月齢が４８ヶ月齢超となったことを受け、 2 名体制から 1 名体制で実施してい

る。 

食肉に対する消費者の不安・不信を払拭するため、より信頼されると畜検査や精

密検査体制の充実に努めている。  

 

(２) 食鳥検査の概要 

本県が管轄する地域には､大規模食鳥処理場が 2 施設、認定小規模食鳥処理場が

17 施設あり、専任の食鳥検査員 6 名で食鳥検査を行っている。  

平成 27 年度の検査羽数は、ブロイラー 594,318 羽、成鶏 2,209,333 羽、合計

2,803,651 羽であった。 

認定小規模食鳥処理場については、各施設について ,定期的に巡回し、食鳥処理の

事業の規制及び食鳥検査に関する法律の確認規程に基づく基準適合の確認及び施設

の維持管理等について指導・相談対応を行っているが、早朝から処理する施設もあ

るため、早朝 4 時あるいは 6 時出勤の変則勤務で対応している。  

また、大規模食鳥処理場においては鳥インフルエンザを発見した場合の対応など

も整備し、消費者へ安全な食肉を届けるための検査体制の充実に努めている。 

 

これからの課題として、と畜検査、食鳥検査の意義と重要性を認識し、検査の目

的を達成するため、有用な検査データを積極的にフィードバックし、行政機関、生

産者及び関係業界との連携協力ができる体制作りが必要である。  
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２ 施設概要及び位置案内図 
 

敷地面積      1,290.11㎡ 

 

建 物      （建坪総面積合計 744,338㎡） 

①本館棟   鉄筋コンクリート 2階建 648.588㎡ 

②付属舎棟  鉄筋コンクリート 平屋造  54.000㎡ 

③車庫棟   鉄筋コンクリート 平屋造  26.560㎡ 

④倉庫棟   木造プレハブ   平屋造  15.190㎡ 

                          

建設費総額 213,639千円（国庫補助  17,065千円） 

            （起  債  92,000千円） 

            （一般県費 104,574千円） 

 

建設費内訳 設計委託費    9,770千円 

      工事費    169,079千円 

      備品費     30,834千円 

      その他諸経費   3,956千円 

 

竣 工      昭和６０年３月３０日 

 

増 築      平成４年３月３１日 
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● 九州自動車道 太宰府インターから、 

国道 3 号線福岡南バイパス「君畑交差点」 

経由、車で約 15分（約 6 ㎞） 

● ＪＲ二日市駅から徒歩で約 10 分（約 700m） 

● 西鉄二日市駅から徒歩約 5分（約 400m） 

● 福岡空港⇒（市営地下鉄線：約 5 分）⇒JR 

博多駅⇒（JR鹿児島本線：快速約 15 分・ 

各停約 30 分）⇒JR二日市駅 

● 福岡空港⇒（市営地下鉄線：約 12 分）⇒天神 

⇒（徒歩：約 3 分）⇒西鉄福岡駅⇒（西鉄 

大牟田線：特急約 15 分・急行約 20分・各停 

約 25分）⇒西鉄二日市駅 

● 福岡空港⇒（タクシー：約 30分）⇒検査所 



３　組織・機構および職員構成
（１）検査所の組織及び機構（平成28年3月31日現在）

保健医療介護部

保健衛生課

（17施設）

（２）職員構成（平成28年3月31日現在） 　

副長 技術主査 主任技師 技師

所　　　長

と畜検査第一課 （１） 2 6 1

と畜検査第二課 1 2 2 1

食 鳥 検 査 課 1 2 1

計 2 6 9 2

*1  参事補佐は副長を兼務

1

1

と畜検査

と畜検査

精密検査

食鳥検査

企画主査

認定小規模食鳥処理場

技
術
吏
員

（株）あらい

（所管食鳥処理場）

県南食肉センター

九州協同食肉（株）

（H9.9.1から休業中） 

（所管と畜場）

筑豊畜産（株）

(H27.12.28廃止）

財務会計

ＢＳＥ検査

理化学的検査

庶　　　務

微生物学的検査

病理学的検査

うきは市と畜場

微生物学的検査

課
長

副
長

理化学的検査

（株）ヤマショウフーズ

直方ミートセンター　
技
術
吏
員

課
長

副
長

（所管と畜場）

病理学的検査

と
畜
検
査
第
一
課

副
長

課
長

と
畜
検
査
第
二
課

精密検査

総　　務

技
術
吏
員

事
務
吏
員

所
長

食肉衛生検査所

1

総員
事務主査

食
鳥
検
査
課

事務吏員

27 2

6

1

技　術　吏　員　（　獣　医　師　）

7

13 2

所長

1

課長

1

1

1

3

参事補佐

1

1

＊１ ＊１ ＊１ 

*1 
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４ 所管すると畜場及び食鳥処理場の位置図 
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②、③、⑥、⑩：と畜場 

Ａ、Ｂ：大規模食鳥処理場（年間処理羽数が30万羽を超える施設） 

１～17：認定小規模食鳥処理場（年間処理羽数が30万羽以下の施設） 

＊ 福岡市、北九州市、大牟田市及び久留米市を除く。 

② 

⑥ 

③ 

⑩ 

食肉衛生検査所 

A 

B 

１ 
１２ 

１５ 

１７ 

１４ 

１３ 

２ 

１０ 

７ 

９ 

１１ 

５ 

３ 

４ 

６ １６ 

８ 



敷地 建物（延） 大動物 小動物 小動物換算

〒822-0034

〒838-0132

〒818-0105

〒839-1305

小郡市光行1152

太宰府市都府楼南5-15-1

20

-

50

300

-

220

210

700

4,975

S35.5.9
(廃止届

H27.12.28）

処理能力（頭/１日）

4,07921,976

55

40

5

100

県南食肉セン
ター協同組合

九州協同食肉
株式会社

所在地

筑豊畜産株式会社
直方ミートセンター

581
うきは市吉井町福永72番地1

1,934

1,212

1,537

9,370
直方市山部922-5

九州協同食肉株式会社
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10

許可年月日
面積（㎡）

H4.10.16

と畜場名 設置者

筑豊畜産
株式会社

うきは市と畜場 うきは市

５　所管と畜場の概要（平成28年3月31日現在）

S45.10.14
(H9.9.1
から休業)

S58.9.24

と畜場
番号

2

3

6

県南食肉センター



６　所管大規模食鳥処理場の概要（平成28年3月31日現在）

〒834-0016

〒811-3134
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食  鳥  処  理
衛 生 管 理 者

設  置  数
処理食鳥種所在地

  株式会社　ヤマショウフーズ

平均処理羽数（羽/１日） 処理の形態

成鶏
（採卵鶏）

  株式会社        あ   ら  い

食鳥処理場名 許可年月日

H6.11.10

H6.9.26

B

番号

A

自動中抜き

8,243

11名   

八女市豊福241-2

古賀市青柳3272-17

10名   

2,377

外  剥  ぎ

ブロイラー



番
号

所在地 施設名
ブロ
イ
ラー

成鶏
30万
～
10万

10万
～
１万

１万
以下

1 糸島市 山本かしわ店 ○ ○ H4.3.30

2 朝倉市 因間食鳥 ○ ○ H4.3.30

3 飯塚市 石丸食鳥 ○ ○ H4.3.30

4 飯塚市 永島ブロイラー ○ ○ ○ H4.3.30

5 宮若市 清水食鶏 ○ ○ ○ H4.3.30

6 飯塚市 ＊北九福鳥（株）飯塚営業所 ○ ○ H4.3.30 休止届（H25.7.12）

7 福津市 株式会社　イケダ ○ ○ ○ H4.3.30
休止届（H27.5.20）
承継届（H25.5.27）
㈱総食より㈱イケダ

へ

8 春日市 とり武 ○ ○ H6.7.1

9 宗像市 広橋養鶏場 ○ ○ H10.5.27

10 古賀市 青柳養鶏場 ○ ○ H13.9.20

11 宮若市 株式会社　地黄卵 ○ ○ H14.10.11

12 糸島市 末﨑食鳥 ○ ○ H14.11.12 休止届（H26.4.30）

13 うきは市 （有）石井食鳥 ○ ○ H15.8.6

14 八女市 ミミタビー ○ ○ H23.6.1

15 糸島市 (有)ヨコテ ○ ○ H25.2.7

16 築上町 城井ふる里村 ○ ○ ○ H25.8.7

17 筑紫郡那珂川町 うそやまファーム ○ ○ H27.3.16

＊印は食鳥とたいの処理施設

７　所管認定小規模食鳥処理場の概要（平成28年4月1日現在）

食鳥処理施設 処理食鳥種 年間確認羽数（羽/年）

許可
年月日

備考
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区分

８　平成２７年度収入及び支出の状況

科 目 平成２７年度決算額

収入

と 畜 検 査 手 数 料 30,707,100

食 鳥 検 査 手 数 料 11,214,604

証 明 手 数 料 100,000

食鳥処理事業許可手数料 0

計 42,021,704

支出

普 通 旅 費 2,194,682

光 熱 水 費 2,254,400

そ の 他 需 用 費 6,800,985

通 信 運 搬 費 220,734

そ の 他 役 務 費 401,783

委 託 費 1,304,748

諸証明手数料

区分

１頭につき600円

１頭につき300円

使 用 料 及 び 賃 借 料 233,630

備 品 購 入 費 4,999,968

計 18,410,930

１羽につき4円

１件につき400円

(単位：円）

９　と畜・食鳥検査手数料及び証明手数料

牛・馬

とく・こま・豚・めん羊・山羊

食鳥

手数料

検査手数料
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第２章 事業概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



１　と畜検査
(１)　と畜場別・畜種別と畜検査頭数

牛 とく 馬 豚 めん羊･山羊

561 159 1,053 174 9

(175) (10)

16,175 0 0 66,077 0 

(41)

3 0 177 0 0 

138,295
(904)

84,388
(226)

16,739 159 1,230

(10)(216)

県南食肉センター

九州協同食肉㈱

うきは市と畜場

66,251

※小動物換算：大動物＝小動物×4

9
合計実頭数

(うち病畜数）

 

(164)

720

小動物換算合計
(うち病畜数）

6,798

(740)

130,777

県南食肉センター 

6,798(4.92%)  

九州協同食肉㈱ 

130,777(94.56%) 

  

うきは市と畜場 

720（0.52%） 

と畜場別と畜検査頭数（小動物換算） 

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 

牛 20,590  21,793  20,022  18,409  16,739  

馬 969  1,017  1,179  1,115  1,230  

豚 65,700  67,523  68,191  66,991  66,251  

計 87,451  90,647  89,585  86,707  84,388  

20,590  21,793  20,022  18,409  16,739  

969  1,017  1,179  1,115  1,230  

65,700  67,523  68,191  66,991  66,251  

87,451  
90,647  89,585  

86,707  
84,388  

0  

10,000  

20,000  

30,000  

40,000  

50,000  

60,000  

70,000  

80,000  

90,000  

100,000  

検
査
頭
数
 

過去5年間のと畜検査頭数の推移 
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畜種 計 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
牛 561 52 49 54 64 43 37 42 43 61 43 39 34
とく 159 11 14 7 17 24 8 19 11 20 9 6 13
馬 1,053 51 39 40 40 80 65 63 57 137 49 173 259
豚 174 15 11 17 14 18 14 13 20 12 12 15 13

めん羊 9 2 0 0 0 0 0 3 0 2 0 2 0

畜種 計 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
牛 16,175 1,347 1,268 1,291 1,567 1,190 1,284 1,381 1,669 1,428 1,243 1,289 1,218
とく 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
豚 66,077 5,878 5,434 5,397 5,286 4,682 5,355 6,220 5,929 6,019 5,253 5,266 5,358

畜種 計 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
牛 3 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
馬 177 37 31 28 32 49 0 0 0 0 0 0 0

(２)　と畜場別・畜種別月間検査頭数

【うきは市と畜場】

【県南食肉センター】

【九州協同食肉(株)】

　　過去5年間の月別とちく検査頭数の推移

0  

500  

1,000  

1,500  

2,000  

2,500  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

（牛） 
H23 H24 H25 H26 H27 

0  

50  

100  

150  

200  

250  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

（馬） 
H23 H24 H25 H26 H27 



禁　　止 0 0

牛 全部廃棄 14 2 3 1 8 14

一部廃棄 14,144 4 42 17 171 2 11,377 6,908 44 18,565

と 禁　　止 0 0

全部廃棄 0 0
く 一部廃棄 9 8 1 9

禁　　止 0 0

馬 全部廃棄 4 2 2 4

一部廃棄 474 6 1 144 365 4 520

禁　　止 22 20 2 22

豚 全部廃棄 157 78 2 44 30 2 1 157

一部廃棄 38,770 3 1 38,768 10 978 39,760

め 禁　　止 0 0

ん 全部廃棄 0 0

羊 一部廃棄 2 2 2

山 禁　　止 0 0

全部廃棄 0 0
羊 一部廃棄 0 0

(３)　と畜場内と殺頭数及び獣畜のと殺解体禁止又は廃棄したものの原因

獣
　
　
種

と
 
畜
 
場
 
内
 
と
 
殺
 
頭
 
数

措
　
　
置

処
 
分
 
実
 
頭
 
数

疾　　　　　　病　　　　　　別　　　　　　頭　　　　　　数

細　　菌　　病
ｳ ｲ ﾙ ｽ ・
ﾘ ｹ ｯ ﾁ ｱ病

原虫病 寄生虫病 そ　の　他　の　疾　病

計
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ネ
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他
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症
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水
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瘍

 
 
 
中
 
毒
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症

炎
症
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症
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に
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る
汚
染

 
 
 
変
性
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は
萎
縮

 
 
 
そ
 
 
の
 
 
他

0

-
 
1
2
 
-

16,739

159

1,230

66,251
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と　畜　場　名

牛 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2 4

とく 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

馬 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 3

豚 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

牛 0 0 0 0 2 0 2 0 1 5 10

豚 20 2 0 22 44 30 0 2 0 1 0 78 2 157

牛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

馬 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

牛 0 0 0 0 2 0 3 1 1 7 0 0 14

とく 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

馬 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 4

豚 20 2 0 22 44 30 0 2 0 1 0 78 2 157

全部廃棄頭数疾病別割合

 
 
 
黄
 
 
 
疸

 
 
 
白
　
血
　
病

 
 
 
敗
 
血
 
症

種　別  

豚
　
丹
　
毒

 
 
 
豚
　
赤
　
痢

うきは市と畜場

九州協同食肉㈱

(４)　と畜場別・畜種別と殺解体禁止又は全部廃棄頭数

 
 
 
 
合
 
計

獣
　
　
種

 
 
 
 
合
 
計

 
 
 
水
 
 
 
腫

 
 
 
尿
 
毒
 
症

 
 
 
腫
 
 
 
瘍

と殺解体禁止

敗
　
血
　
症

 
 
 
膿
 
毒
 
症

 
 
 
豚
 
丹
 
毒

県南食肉センター

合　計  

膿
 
毒
 
症

全　　 　部 　　　廃 　　　棄

膿毒症 

28% 

敗血症 

19% 

黄疸 

1% 腫瘍 

1% 

豚丹毒 

50% 

豚赤痢 

1% 

豚（157件） 膿毒症 

0% 

敗血症 

14% 

尿毒症 

0% 

黄疸 

22% 

水 腫 

7% 

腫瘍 

7% 

牛白血病 

50% 

牛（14件） 
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県 南 九 食 うきは 合　計
561 16,175 3 16,739
422 13,722 0 14,144

心　　　　筋　　　　炎 3 14 17
心　　外　　膜　　炎 49 473 522
心　　内　　膜　　炎 1 1 2

心臓リポフスチン沈着 2 1 3
心内膜石灰沈着症 0
心　　筋　　出　　血 24 24
大　　動　　脈　　炎 0

小  計 55 513 0 568
脾　 　　膿 　　　瘍 3 3
脾　　包　　膜　　炎 1 1
脾　　　　 　　　　炎 0
脾　　　　 　　　　腫 0

リ　ン　パ　節　膿　瘍 1 56 57
リ　ン　パ　節　結　節 10 10
リ　ン　パ　節　血　腫 0

小  計 1 70 0 71
肺　炎　（そ　の　他） 22 999 1,021
肺　　　　膿　　　　瘍 7 242 249
胸　　　　膜　　　　炎 38 4,441 4,479
横　 隔　 膜　 膿　 瘍 2 260 262
横   隔 　膜 　水 　腫 0
縦 　隔 　膜　 膿 　瘍 4 4
縦 　隔 　膜　 水 　腫 0

小  計 69 5,946 0 6,015
腎　炎　（そ　の　他） 23 68 91
腎　　　　膿　　　　瘍 1 16 17
腎　　　　出　　　　血 0
腎　　　　結　　　　石 67 67

腎臓リポフスチン沈着 2 3 5
腎　     　腫　     　瘍 0
腎 周 囲 脂 肪 壊 死 2 742 744
の　 　う　 　胞　 　腎 37 37
膀　　　　胱　　　　炎 1 15 16
膀　 　胱　 　膿　 　瘍 0
膀　 　胱　 　結　 　石 13 13
尿　     　道         炎 0
尿　 　道　 　結　 　石 1 3 4
乳　　　　房　　　　炎 28 3 31
子　 宮　 蓄 　膿　 症 0
子　宮　脱　・　膣　脱 0
卵　　 巣　　 嚢　　 腫 0

小  計 58 967 0 1,025

泌
尿
・
生
殖
器
系

呼
吸
器
系

血
液
・
造
血
器
系

循
環
器
系

(５)　牛のと畜場別・器官別疾病数　【図１】

　　　　　　　　と　　畜　　場　　名　　　　　　　　　
と　畜　検　査　頭　数

　疾　　　病　　　名

処　分　実　頭　数
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舌　　　　膿　　　　瘍 3 3
舌　　　　潰　　　　瘍 2 2
舌　　　　　  　　　　炎 1 4 5
胃　炎　（そ　の　他） 102 1,153 1,255
胃　　　　潰　　　　瘍 2 2
胃　　　　膿　　　　瘍 5 47 52
第 3 胃 色 の 異 常 272 272
第 3 胃 形 の 異 常 20 20
小　　　　腸　　　　炎 59 1,427 1,486
大　　　　腸　　　　炎 101 3,546 3,647
腸　　　　膿　　　　瘍 3 3
腸　結　節　虫　症 17 17
腸　間　膜　膿　瘍 26 26

腸 間 膜 脂 肪 壊 死 7 1,322 1,329
腹　　　　膜　　　　炎 7 20 27
肝　　　　蛭　　　　症 3 38 41
肝　炎　(そ　の　他) 130 2,407 2,537
胆　　　　管　　　　炎 11 234 245
肝　　　　膿　　　　瘍 19 554 573
肝　　　　硬　　　　変 2 2
肝　　包　　膜　　炎 32 763 795
肝　　　　出　　　　血 63 4,328 4,391
肝　　静　　脈　　炎 6 116 122
肝　　富　　脈　　斑 41 11 52
肝　　 う　 　っ　 　血 3 223 226

肝臓リポフスチン沈着 5 5
鋸　　　　屑　　　　肝 8 1,080 1,088
膵　　　　蛭　　　　症 1 1
膵　　　　 　　　　　炎 1 1

ヘ　ル　ニ　ア 1 1
小  計 603 17,623 0 18,226

筋　（筋　間）　水　腫 12 159 171
筋　炎　(そ　の　他） 94 647 741
筋　　　　膿　　　　瘍 14 36 50
筋　　　　出　　　　血 4 4
筋　 　脂　 　肪　 　症 0
筋リポフスチン沈着 1 1
関　　　　節　　　　炎 49 6 55
脱　　　　　 　　　　臼 0
骨　　　　　　 　　　折 2 3 5

小  計 172 855 0 1,027
皮　　　　膚　　　　炎 1 1
パ　 ピ 　ロ 　ー 　マ 1 1 2
皮　　下　　水　　腫 0
皮　　下　　膿　　瘍 0
放　　線　　菌　　病 4 4
メ　ラ　ノ　ー　シ　ス 1 1
腫　　　　　　　　　瘍 0

小  計 1 7 0 8
959 25,981 0 26,940

合　計
と　畜　場　名

疾　病　名
県 南 九 食

合　計

運
 

動
 

器
 

系

消
 

化
 

器
 

系

そ
の
他

うきは
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県 南 九食 うきは 合　計
1,053 0 177 1,230

392 0 78 470

心　　筋　　出　　血 2 2
心　　外　　膜　　炎 5 1 6
心　　内　　膜　　炎 1 1
心　　　　筋　　　　炎 1 1

心臓リポフスチン沈着 0
動　    　脈　　    炎 1 1 2

小  計 10 0 2 12
脾　　　　膿　　　　瘍 0
脾　　　　　　　　　 腫 0
リ　ン　パ　節　膿　瘍 0

小　計 0 0 0 0
肺　炎　（そ　の　他） 43 2 45
肺　　　　腫　　　　瘍 0
肺    砂    粒    症 0

肺　　　　膿　　　　瘍 1 1 2
胸　　　　膜　　　　炎 6 1 7

小  計 50 0 4 54
胃　炎　（そ　の　他） 1 1
小　　　　腸　　　　炎 15 1 16
大　　　　腸　　　　炎 6 14 20
円　　　　虫　　　　症 1 4 5
腸　結　節　虫　症 0
腸　　う　　っ　　　血 0
腹　　　　膜　　　　炎 4 2 6
肝　炎　(そ　の　他) 25 5 30
肝　　　　硬　　　　変 1 1
肝　　包　　膜　　炎 3 1 4
肝　　　　出　　　　血 2 2
肝　　線　　維　　症 15 15
肝　　砂　　粒　　症 293 68 361
肝リポフスチン沈着 0
鋸　　　　屑　　　　肝 0
肝　　　　蛭　　　　症 0
脂　　　　肪　　　　肝 0

小  計 366 0 95 461
腎　炎　（そ　の　他） 2 2
腎　　　　膿　　　　瘍 0
腎　　  　結　  　　石 0
嚢　  　　胞　　  　腎 0
腎　臓　の　腫　瘍 0
リポフスチン沈着腎 0
膀　　　　胱　　　　炎 0

小  計 2 0 0 2
筋　炎　(そ　の　他） 9 5 14
筋　　　　出　　　　血 6 6
筋 （ 筋 間 ） 水 腫 1 1
筋　　　　膿　　　　瘍 0
腱　　　　　　　　　炎 0
腱　　　　断　　　　裂 0
関　　　　節　　　　炎 2 2
骨　　　　　　　　　折 4 4

小  計 22 0 5 27
メ　ラ　ノ　ー　マ 0

メ　ラ　ノ　ー　ジ　ス 0
小計 0 0 0 0

450 0 106 556

(６)　馬のと畜場別・器官別疾病数　【図２】

　　　　　　　　と　　畜　　場　　名　　　　　　　　　
と　畜　検　査　頭　数

処　分　実　頭　数

　疾　　　病　　　名

そ
の
他

合　計

循
環
器
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造
血
器
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吸
器
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化
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運
動
器
系
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県 南 九 食 合　計
174 66,077 66,251
142 38,628 38,770

心　　　　筋　　　　炎 54 54
心　　筋　　膿　　瘍 5 5
心　　筋　　出　　血 3 3
心　　外　　膜　　炎 10 4,280 4,290

小　　計 10 4,342 4,352
脾　　　　膿　　　　瘍 67 67
脾　　　　　　　　 　腫 6 6

脾　 　包　　 膜　 　炎 1 640 641
リ　ン　パ　節　膿　瘍 87 87
リ　ン　パ　節　結　節 357 357

小　　計 1 1,157 1,158
肺　炎　（そ　の　他） 28 9,013 9,041
Ｓ　　 　　Ｅ　　 　　Ｐ 1,162 1,162
肺　　　　膿　　　　瘍 7 2,920 2,927
肺　　　　虫　　　　症 0
胸　　膜　　肺　　炎 1 587 588
胸　　　　膜　　　　炎 14 6,371 6,385
横　 隔 　膜 　膿 　瘍 2 2

小　　計 50 20,055 20,105
胃　　　　　　　　　炎 1 1,434 1,435
胃　　　　膿　　　　瘍 9 9
胃　　　　潰　　　　瘍 0
小　　　　腸　　　　炎 5 3,986 3,991
大　　　　腸　　　　炎 16 2,133 2,149
腸 　 　  膿    　　瘍 0
腹　　　　膜　　　　炎 8 5,729 5,737
腹　腔　内　膿　瘍 0
腸　　気　　泡　　症 1 13 14

直　腸　脱　・　脱　肛 7 7
ヘ　　ル　　ニ　　ア 1 228 229
肝　炎　(そ　の　他) 5,389 5,389
肝　　　　膿　　　　瘍 12 12
間　質　性　肝　炎 122 7,683 7,805

肝　　　　硬　　　　変 8 8
肝　　包　　膜　　炎 5 4,258 4,263
肝　　　　出　　　　血 6 6
肝　　　　腫　　　　瘍 1 1

小　　計 160 30,895 31,055

循
環
器
系

血
液
・

造
血
器
系

呼
吸
器
系

消
 

化
 

器
 

系

(７)　豚のと畜場別・器官別疾病数　【図３】

　　　　　　　　と　　畜　　場　　名　　　　　　　　　
と　畜　検　査　頭　数

処　分　実　頭　数

　疾　　　病　　　名
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腎　炎　（そ　の　他） 554 554
腎　　　　膿　　　　瘍 5 5
の　　う　　胞　　腎 1 716 717

腎　　　　出　　　　血 1 1
膀　　　　胱　　　　炎 1 1

小　　計 1 1,277 1,278
筋　炎　(そ　の　他） 3 308 311
筋　　　　膿　　　　瘍 1 417 418
筋　　　　水　　　　腫 3 3
骨　　　　　　　　　折 5 5
関　　　　節　　　　炎 6 6

小　　計 4 739 743
皮　　　　膚　　　　炎 2 2
皮　　下　　膿　　瘍 24 24
耳　　　　介　　　　炎 0
耳　　介　　変　　形 0

小　　計 0 26 26
226 58,491 58,717合　計

九 食 合　計
疾　病　名

と　畜　場　名
県 南

運
動
器
系

そ
の
他

器官別疾病数割合

泌
尿
・
生
殖
器
系

循環器系 

2.1% 血液・造

血器系 

0.3% 

呼吸器系 

22.3% 
泌尿・生

殖器系 

3.8% 
消化器系 

67.7% 

運動器系 

3.8% 

その他 

0.0% 

図１ 牛（26,940件） 
循環器系 

2.2% 

血液・造血器

系 

0.0% 

呼吸器系 

9.7% 
泌尿・生殖器

系 

0.4% 

消化器系 

82.9% 

運動器系 

4.9% 

その他 

0.0% 

図２ 馬（556件） 

循環器系 

7.4% 

血液・造血器

系 

2.0% 

呼吸器系 

34.2% 

泌尿・生殖器

系 

2.2% 

消化器系 

52.9% 

運動器系 

1.3% 

その他 

0.0% 

図３ 豚（58,717件） 
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県 南 九食 うきは 合　計
159 0 0 159
9 0 0 9

心　　外　　膜　　炎 0
心　　内　　膜　　炎 0
心　　　　筋　　　　炎 0

小  計 0 0 0 0
腎　　　　　　　　　炎 0
膀　　　　胱　　　　炎 0

小　計 0 0 0 0
肺　　　 　　　　　　炎 1 1
肺　　　　膿　　　　瘍 0
胸　　　　膜　　　　炎 0

小　計 1 0 0 1
胃　　　　　　　　　　炎 0
小　　　　腸　　　　炎 5 5
大　　　　腸　　　　炎 0
肝　炎　（そ　の　他） 2 2
肝　　　　出　　　　血 0
鋸　　　　屑　　　　肝 0
肝　　　　膿　　　　瘍 0
腹　　　　膜　　　　炎 0
腸 間 膜 脂 肪 壊 死 0
ヘ　　ル　　ニ　　ア 0

小　計 7 0 0 7
筋　　　　膿　　　　瘍 0
筋　　　　　　　　　　炎 1 1
骨　　　　　　　　　　折 0
関　　　　節　　　　炎 2 2

小　計 3 0 0 3
11 0 0 11

県 南 九食 うきは 合　計
9 0 0 9
2 0 0 2

心　　外　　膜　　炎 0
肺　　　　　　　　　炎 0
肝　　　　　　　　　炎 2 2
肝　　砂　　粒　　症 0

2 0 0 2

(８)　とくのと畜場別・器官別疾病数

　　　　　　　　と　　畜　　場　　名　　　　　　　　　
と　畜　検　査　頭　数

処　分　実　頭　数

　疾　　　病　　　名

循
環
器
系

泌
尿
器
系

呼
吸
器
系

消
化
器
系

運
動
器
系

合　計

合　計

(９)　めん羊のと畜場別・器官別疾病数

　　　　　　　　と　　畜　　場　　名　　　　　　　　　
と　畜　検　査　頭　数

処　分　実　頭　数

　疾　　　病　　　名
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と畜場名 畜種 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 年計
牛 16 13 11 19 23 6 14 16 17 19 13 8 175
とく 0
馬 4 6 10
牛 7 0 3 3 3 5 3 3 4 3 3 4 41
とく 0 
牛 23 13 14 22 26 11 17 19 21 22 16 12 216
とく
馬 4 6 10

ウ　各と畜場における検査総数に占める病畜検査頭数割合

　県南食肉センター（牛） 　　　九州協同食肉㈱（牛）

イ　と畜場別病畜検査頭数

(10)　病畜検査状況

九州協同
食肉㈱

月  計

ア　と畜場別・畜種別・月別病畜検査頭数

県南食肉
センター

病畜 

0.3% 

通常畜 

99.7% 

病畜 

31.2% 

通常畜 

68.8% 

九州協
通常畜 90% 病畜 10% 通常病 9

7  

0  
3  3  3  

5  
3  3  4  3  3  

4  

16  

13  

11  

19  

23  

6  

14  
16  

17  

19  

17  14  

0  

5  

10  

15  

20  

25  

30  

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

病
畜
検
査
頭
数
 

検査月 

県南食肉センター 

九州協同食肉（株） 
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牛 とく 馬 豚 めん羊・山羊
福   岡 3,591 3 685 64,627 0
佐   賀 4,750 0 241 292 0
長   崎 1,208 0 0 0 0
熊   本 2,162 156 304 917 9
大   分 1,178 0 0 415 0
宮   崎 3,009 0 0 0 0
鹿児島 618 0 0 0 0
沖   縄 17 0 0 0 0
岐　阜 2 0 0 0 0
山   口 204 0 0 0 0
北海道 0 0 0 0 0
合   計 16,739 159 1,230 66,251 9

 

沖縄
山口

(11)　と畜種別・出荷地別搬入状況

県別出荷割合

山口 

熊本 

鹿児島 

佐賀 

長崎 

福岡 

沖縄 

宮崎 

大分 
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(12)⁷

⁷ ╟╡ ─ ≤⌂╢ ─ ⅜ ﬞ ≤⌂∫√↓≤╩ ↑⁸
⁷≤⌂╢ ┘⌐ ⅜ ≤╖⌂↕╣√ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹

ＢＳＥ検査実施牛(とくを含む）の内訳　　（頭数）

【県南食肉センター】

県  内 県  外 県  内 県  外 県  内 県  外 県  内 県  外
ア　生後２４ヶ月齢以上の牛のうち、
  生体検査時において運動障害、
  知覚障害、反射又は意識障害等
  の神経症状が疑われたもの及び
  全身症状を呈する牛
イ　生後４８ヶ月齢超の牛 228 37 61 15 1 0 290 52
ウ　その他（ア及びイ以外）の牛 0 0 0 0 0 0 0 0

【九州協同食肉㈱】

県  内 県  外 県  内 県  外 県  内 県  外 県  内 県  外
ア　生後２４ヶ月齢以上の牛のうち、
  生体検査時において運動障害、
  知覚障害、反射又は意識障害等
  の神経症状が疑われたもの及び
  全身症状を呈する牛
イ　生後48ヶ月齢超の牛 1 16 3 52 0 0 4 68
ウ　その他（ア及びイ以外）の牛 0 0 0 0 0 0 0 0

【うきは市と畜場】
　うきは市と畜場については、平成27年度にＢＳＥ検査を実施した牛は0頭であった。

⁷⁷ ⌐ ─ ⅜ ↕╣√↓≤⌐ ™⁸
⁷ ⁸≤ ╩ ℮ ≡─ ⌐≈™≡ ╩ ⇔≡⅝√⁹

⁷⁷⌂⅔⁸ ◓fi♬כꜞ◒☻─≢╕ ─ ⁸
⁷⌐ ╩ ⇔√⅜⁸ ─ ─ ≢№∫√⁹

分　　　類
乳用種 肉専用種 交雑種 計

0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　計　　　　　　　　 228 37 61 15 1 0 290 52

                     ＊県南食肉センターで処理された12か月齢以上のめん羊6頭についてもTSE検査を実施した。

分　　　類
乳用種 肉専用種 交雑種 計

4

0 0 0 0 0 0

68

0 0

　　　　　計　　　　　　　　 1 16 3 52 0 0
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鶏種/月　　　　　　 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

ブロイラー 47,495 46,620 49,612 48,014 47,239 47,106 50,794 45,786 72,116 41,860 47,873 49,803 594,318

成鶏 174,322 204,862 208,221 171,063 190,668 192,758 206,090 155,283 166,368 157,164 179,549 202,985 2,209,333

合計 221,817 251,482 257,833 219,077 237,907 239,864 256,884 201,069 238,484 199,024 227,422 252,788 2,803,651

２　食鳥検査

（１）　大規模食鳥処理場の食鳥検査羽数及び検査結果

27年度
594,318ブロイラー 703,478 632,217

23年度 24年度

処理施設

621,175 594,834

2

成鶏 2,394,959
合計 3,015,267

2 2
3,098,437

2,402,475 2,394,092 2,209,3332,306,645
3,034,692

25年度

2
2,901,479

2
2,803,651

26年度



禁止全廃率（％） 禁止全廃率（％）

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度
マレック病 0.13 0.06 0.06 鶏白血病 0.00 0.00 0.00
大腸菌症 0.02 0.07 0.07 変性 0.00 0.00 0.00
変性 0.45 0.14 0.14 炎症 0.19 0.16 0.47
腹水症 0.05 0.02 0.02 腫瘍 0.58 0.61 0.66
炎症 0.19 0.05 0.05 削痩発育不良 0.11 0.14 0.26
削痩発育不良 0.49 0.18 0.18 放血不良 0.00 0.00 0.00
放血不良 0.07 0.05 0.05 湯漬過度 0.00 0.00 0.00
湯漬過度 0.00 0.00 0.00 その他 0.01 0.01 0.08
その他 0.34 0.20 0.20 禁止全廃率 0.90 0.93 1.47
禁止全廃率 1.74 1.01 0.77

過去３年間の廃棄の原因（禁止・全部廃棄）

0.00  

0.20  

0.40  

0.60  

0.80  

1.00  

1.20  

1.40  

1.60  

1.80  

2.00  

２５年度 ２６年度 ２７年度 

その他 

湯漬過度 

放血不良 

削痩発育不良 

炎症 

腹水症 

変性 

大腸菌症 

マレック病 

0.00  

0.20  

0.40  

0.60  

0.80  

1.00  

1.20  

1.40  

1.60  

２５年度 ２６年度 ２７年度 

その他 

湯漬過度 

放血不良 

削痩発育不良 

腫瘍 

炎症 

変性 

鶏白血病 

ブロイラー 成鶏 
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と殺、内臓の摘出禁止又は廃棄したものの原因

禁止 全部廃棄 一部廃棄 禁止 全部廃棄 一部廃棄 禁止 全部廃棄 一部廃棄

3,503 1,063 2,258 3,672 28,804 40 7,175 29,867 2,298

鶏　　　　　　　痘 7 7

伝染性気管支炎

伝染性咽頭気管支炎

ニューカッスル病

鶏　白　血　病 4 4

封　入　体　肝　炎

マ　レ　ッ　ク　病 74 305 74 305

そ　　　の　　　他

大　腸　菌　症 58 334 1 58 335

伝染性コリーザ

サルモネラ病

ブ　ド　ウ　球　菌 64 5 64 5

そ　　の　　他

毒　　血　　症

膿　　毒　　症 43 9 43 9

敗　　血　　症 772 173 772 173

真　　菌　　症

原虫病(ﾄｷｿを除く）

寄　生　虫　病

変　　　　　　性 777 42 2 777 44

尿酸塩沈着症 16 49 16 49

水　　　　　　腫 1 51 52

腹　　水　　症 60 31 2 60 33

出　　　　　　血 12 1 40 3 32 12 4 72

炎　　　　　　症 249 65 2,208 10,417 6 249 10,482 2,214

萎　　　　　　縮 1,634 1,634

腫　　　　　　瘍 14,611 2 14,611 2

臓器の異常な形等 3 3

異　常　体　温

黄　　　　　　疸 11 6 11 6

外　　　　　　傷 19 7 10 30 18 49 25 10

中　毒　諸　症

削痩及び発育不良 1,018 32 3,635 2,058 4,653 2,090

放　血　不　良 312 2 312 2

湯　漬　過　度 18 1 18 1

そ　　の　　他

3,503 1,063 2,258 3,672 28,804 40 7,175 29,867 2,298

そ
　
　
の
　
　
他
　
　
の
　
　
疾
　
　
病

計

処分項目

処理実羽数

ウ
ィ
ル
ス
 
・

ク
ラ
ミ
ジ
ア
病

細
菌
病

検査羽数 594,318 2,209,333 2,803,651

処理食鳥種 ブロイラー 成  鶏 計
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生体の
状況

体壁の
内側面
の状況

禁止
又は
全部
廃棄

全部
廃棄

一部
廃棄

全部
廃棄

当該
臓器
のみ
廃棄

内臓
全て
廃棄

全部
廃棄

一部
廃棄

ブロイラー
(1,017)

成鶏
(2,363)

あひる
0

七面鳥
0

合計 335,396 522 992 2,662 930 7,087 1,871 2,444 11,620

（２）　認定小規模食鳥処理場の確認羽数及び確認結果

内臓の状況
種類

（開場日数）

2 204 179 206 355

520

40,952

294,444

0

確認羽数

食鳥の異常の有無確認結果

0

788

　認定小規模食鳥処理場に対しては、定期的に食鳥検査員２名で各施設への立ち入り調
査を実施し、確認規程に基づく確認作業の実施状況、構造設備及び衛生管理基準の遵守
状況について指導している。

11,2652,483 930 6,915 1,867

体表の状況

0

　（うち3施設は休止中）
　 施設数：17施設

廃棄羽数の
合計

172 4

2,238
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３ 精密検査  
 

（１） 微生物検査 

食肉等の検査に対応する精密検査【表１】  

    今年度、食肉検査の判定に関わる微生物学的検査を馬１頭、牛２頭、豚１９６頭

で実施し、疾病別では敗血症が１７頭、豚丹毒が７８頭、豚赤痢が２頭であった。  

     

 

表１ 病因決定のための検査  

検査項目 畜種 延べ検査頭数 延べ検体数 延べ診断頭数 備考 

敗血症 

豚 １７ ８５ １５  

牛 ２ １０ ２  

馬 １ ５ ０  

豚丹毒 豚 １７７ ３４６ ７８ 
関節炎型  ：７３頭  

心内膜炎型：  ３頭  

皮膚型   ：  ２頭  

豚赤痢 豚 ２ ２ ２  

計 １９９ ４４８ ９６  
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（２） 理化学検査 

平成２７年度に理化学検査を実施した獣畜は４０９頭、検体数は７２１検体であった。 

【表２】 

表２ 理化学検査件数 

検査項目 検査頭数 検体数 検査細目 

尿毒症 ９ １５ 

アゾスティック 

血清中尿素窒素 

血清中クレアチニン 

黄疸 １３ １３ 血清中総ビリルビン 

残
留
有
害
物
質 

簡易法 ３３０ ６３６ 

抗生物質（ペニシリン系、テトラ

サイクリン系、アミノグリコシド

系、マクロライド系） 

分別推定法 ０ ０ 

抗生物質（ペニシリン系、テトラ

サイクリン系、アミノグリコシド

系、マクロライド系） 

HPLC等 ５７ ５７ 
合成抗菌剤（１１成分＊１） 

抗生物質（テトラサイクリン系） 

合計 ４０９ ７２１  

＊ １：オキソリン酸、チアンフェニコール、ジフラゾン、オルトメトプリム、トリメトプリム、

ピリメタミン及びサルファ剤（スルファメラジン、スルファジミジン、スルファモノメトキシ

ン、スルファジメトキシン、スルファキノキサリン） 

 

ア と畜検査に対応する精密検査 

（ア）尿毒症 

「尿毒症」が疑われた牛８頭、豚１頭について、簡易検査及び精密検査を実施し、血清中の尿

素窒素（BUN）濃度及びクレアチニン濃度を測定した結果、尿毒症による廃棄処分は出なかった。 

 

（イ）黄疸 

「高度の黄疸」が疑われた牛９頭、馬２頭、豚２頭について、血清中の総ビリルビン（T-Bil）

濃度を測定した結果、牛３頭、馬２頭、豚２頭を全部廃棄とした。【表３】 

表３ 高度の黄疸による全部廃棄畜 

月日 獣種 場所 
血清中総ビリ

ルビン(mg/dl) 
所 見 

7/23 
牛 

（乳） 
九食 ２．１  全身の黄変、肝膿瘍、第四胃炎 

9/10 
牛 

（肉） 
九食 ４．０  

全身の黄変、肝炎、大小腸炎、 

心臓弁膜の黄変 

10/23 
馬 

（軽種） 
県南 ２１．１  枝肉・靭帯・大動脈等の黄変 

11/26 豚 九食 ５．２  全身の黄変、肝炎 

11/26 豚 九食 ５．６  全身の黄変、肝炎 

2/22 
牛 

（乳） 
県南 ２．３  全身の黄変、肝炎、心外膜炎、腎炎 

2/29 
馬 

（道産子） 
県南 １７．１  全身の黄変、肝炎 
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イ 食肉中の残留有害物質検査 

福岡県食品衛生監視指導計画に基づき、通常搬入畜及び家きんを対象とした残留有害物質モニタ

リング検査を実施した。検査頭数は１１４頭、結果は全て陰性であった。 

また、抗菌性物質の残留が疑われる病畜及び通常搬入畜の一部についても、簡易法（直接法）に

よるモニタリング検査を実施した。病畜等については牛２１４頭、馬１頭を対象に簡易法を実施し、

そのうち牛１頭の腎臓に阻止円を認めたため、引き続きディスク法検査を実施して抗生物質残留陰

性を確認した。この結果、平成２７年度の延べ検査頭数は２１６頭（牛２１５頭、馬１頭）となっ

た。【表４、５】 

 

表４ モニタリング検査（簡易法）結果 

獣種 
通常畜(モニタリング) 病畜等 計 

検査頭数 陽性数 検査頭数 陽性数 検査頭数 陽性数 

牛 ４８ ０ ２１５ ０ ２６３ ０ 

とく ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

馬 １２ ０ １ ０ １３ ０ 

豚 ３０ ０ ０ ０ ３０ ０ 

鶏 ２４ ０ ０ ０ ２４ ０ 

計 １１４ ０ ２１６ ０ ３３０ ０ 

 

 

表５ 抗菌性物質検査項目別検査頭数 

物 質 名 

検   査   項   目 
合 計 

（ 延 べ 頭 数 ） 簡 易 法 
分 別 

推 定 法 

合  成  

抗 菌 剤 

牛 ２６３ ０ ２４ ２８７ 

とく ０ ０ ０ ０ 

馬 １３ ０ ６ １９ 

豚 ３０ ０ １５ ４５ 

鶏 ２４ ０ １２ ３６ 

合計 ３３０ ０ ５７ ３８７ 
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（３） 病理検査 

ア 病理検査件数 

平成２７年度に病理組織検査を実施した獣畜は９８頭羽、検体数は１６７検体であった。 
 

イ 診断した疾病 

    獣種別詳細は以下のとおり。【図１】なお、括弧内の数は症例数を示す。 

＜牛：４２頭＞ 

・炎症（１９） 心臓 好酸球性肉芽腫性心外膜炎（１）、 

肝臓 壊死性肉芽腫性肝炎（１）、間質性肝炎（１）、肝包膜炎（１）、 

増殖性好酸球性小葉間静脈炎（１） 

腎臓 間質性腎炎（１） 

消化管 好酸球性小腸炎（４）、小腸の好酸球性肉芽腫性漿膜炎（２）、 

第２胃潰瘍（１）、第４胃の肉芽腫性漿膜炎（１）、 

小腸の慢性結節性漿膜炎（１）、漿液性腸間膜炎（１） 

筋 好酸球性筋炎（１） 

リンパ節 肉芽腫性リンパ節炎（２） 

・腫瘍（９） 牛白血病（６）、悪性黒色腫（１）、心臓血管筋腫（１）、 

リンパ腫（１） 

・変性（１２） 心臓 心臓の器質化（１）、心臓の細動脈硬化症（１）、 

心筋の脂肪浸潤（１） 

肝臓 肝うっ血（１）、肝臓の脂肪変性（１）、 

脾臓 脾臓の陳旧化した壊死巣（１） 

腎臓 腎梗塞（１）、腎臓の点状出血（１） 

リンパ節 リンパ節の脂肪沈着（１） 

その他 メラニン沈着症（１）、死戦期出血（２） 

・その他（２）  肝臓の再生性結節（１）、腎周囲脂肪の嚢胞（１） 

 

＜豚：１９頭＞ 

・炎症（１１） 肝臓 間質性肝炎（１）、肝膿瘍（１） 

腎臓 間質性腎炎（３）、化膿性腎炎（１）、好酸球性腎炎（１）、 

肉芽腫性腎炎（１） 

消化管 豚赤痢（２）、腸腺腫症（１） 

・腫瘍（１） リンパ腫（１） 

・変性（３） 肝臓 肝うっ血（１）、肝臓の空胞変性（１）、 

その他 脂肪壊死（１） 

・奇形（１）  半陰陽（１） 

・その他（３）  リンパ濾胞（１）、リンパ節の過形成（１）、著変なし（１） 

 

＜馬：１２頭＞ 

・炎症（８） 肺 化膿性気管支肺炎・間質性肺炎（１）肉芽腫性肺炎（１） 

肝臓 胆管周囲炎（１）、肉芽腫性肝炎（１） 

消化管 盲腸炎（１）、盲腸の陳旧化した炎症巣（１）、好酸球性盲腸炎（１） 

血管 壊死性動脈炎（１） 

・腫瘍（２） 悪性黒色腫（１）、大腸の平滑筋腫（１） 

・変性（２） 肝臓 肝臓の脂肪変性（１）肝臓の血管壁硝子様変性（１） 
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＜鶏：２４羽＞ 

・炎症（１５） 肝臓 壊死性肉芽腫性肝炎（２）、化膿性壊死性肝炎（１）、 

胆管周囲炎（１） 

腎臓 間質性腎炎（１） 

消化管 リンパ・形質細胞性小腸炎（１） 

筋 化膿性筋炎（１）、肉芽腫性筋炎（１） 

皮膚 鶏痘（２） 

その他 化膿性漿膜炎・腹膜炎（４）、非化膿性漿膜炎（１） 

・腫瘍（５） 腺癌（２）、骨肉腫（１）、中皮腫（１）、鶏白血病（１） 

・変性（３） 肝臓 肝臓の空胞変性（１）、肝細胞壊死（１）、肝臓の色素沈着（１） 

・その他（１）  著変なし（１） 

 

＜イノシシ：１頭＞ 

・炎症（１） 肝臓 間質性肝炎（１） 

 

 

 

 

図１ 診断疾病数割合 
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（４） 業務管理基準（ＧＬＰ）の対応、整備について 

 

食品衛生検査施設におけるＧＬＰ導入については、食品衛生法施行令の一部改正により、平成

９年４月１日から義務づけられ、当所でも平成１０年４月からスタートした。 

 

ア 導入経過 

本県でも、平成９年度中に県内の食品衛生検査施設（当検査所、保健所検査課６施設(現在

３施設)及び保健環境研究所）より検討委員を選出して、①試験品取扱標準作業書、②試薬管

理標準作業書について、県下の検査施設での統一した作業書とラベルを作成した。併せて、試

験品採取記録簿、試験品管理記録簿及び検査管理簿兼結果表の３部複写様式の作成と、検査結

果通知書の原則統一様式の作成を行った。 

その他の③機械器具保守管理標準作業書④検査実施標準作業書については、当所独自に作成

した。 

平成１１年４月、「福岡県食品衛生検査施設等の業務管理に関する連絡協議会設置要領」が

策定され、ＧＬＰ委員連絡協議会、ＧＬＰ検査区分責任者連絡協議会、ＧＬＰ実務者連絡協議

会が設置された。 

平成２７年度は、ＧＬＰ検査区分責任者連絡協議会が１回、実務者連絡協議会が２回開催さ

れた。 

 

イ 業務管理体制（組織の構成） 

当所の業務管理体制は、下記の図のとおりである。当所の特色としては、と畜検査課と食鳥

検査課で勤務時間が異なる変則勤務のため、と畜検査課と食鳥検査課にそれぞれ検査区分責任

者を置いている。 

また、当所において定量試験を行うことが困難な検査項目については、保健環境研究所に検

査依頼を行っている。 

 

               

 信頼性確保部門責任者     検査部門責任者    

 保健医療介護部保健衛生課長   食肉衛生検査所所長    

                       

                 

   検査区分責任者   検査区分責任者 

   と畜検査第二課長     食鳥検査課長 

   理化学的検査     理化学的検査 

   （微生物学的検査）※    （微生物学的検査）※ 

   （病理学的検査）※    （病理学的検査）※ 

              ※ＧＬＰ非対応 

                

       保健環境研究所     
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ウ 対象検査項目及び獣畜鶏 

当所でのＧＬＰの対象検査項目としては、食品衛生法の規格基準が設定されているもの（抗

生物質、合成抗菌剤及び寄生虫駆除剤）で、病畜、通常畜及び畜水産食品のモニタリング調査

（厚生労働省）の対象獣畜及び鶏について実施した。 

 

エ 内部精度管理 

平成２７年度は「スルファキノキサリン、スルファジアジン、スルファジミジン、スルファ

ジメトキシン、スルファメトキサゾール、スルファメトキシピリダジン、スルファメラジン、

スルファモノメトキシン試験法」と「イベルメクチン、エプリノメクチン、ドラメクチン及び

モキシデクチン試験法」についてそれぞれ実施した。 

 

オ 外部精度管理 

（財）食品薬品安全センター主催の全国統一の外部精度管理に、平成１０年度から毎年参加

している。 

平成２７年度の参加項目および対象物質は、①細菌数測定；一般細菌数、②細菌同定；サル

モネラ属菌、③残留動物用医薬品；スルファジミジンであり、①、②については良好な結果で

あったが、③についてはＲが管理限界線を上回ったため、原因の推定を行った 

 

カ 妥当性評価 

「食品中に残留する農薬等に関する試験法の妥当性評価ガイドラインの一部改正について」

（平成22年12月24日食安発第1224第１号）により、各試験機関において平成25年12月13日まで

に農薬等に関する試験法の妥当性評価を行うこととなった。 

 昨年度までに現在当所の保有する検査法については一度妥当性評価を実施できたことから、

平成２７年度は、新たに「セファゾリン、セファピリン、セファレキシン、セファロニウム、

セフォペラゾン、セフロキシム試験法」について試験法の検討を行い、作成した検査実施標準

作業書に基づいて枝分かれ試験を実施し、試験法の妥当性評価を行った。 

 

キ 内部点検 

平成２７年度は信頼性確保部門責任者による内部点検が１回行われた。 

 



 

　ア　と畜場における枝肉の微生物汚染実態調査

検査項目 検体数

一般細菌数及び大腸菌群数（牛・ふき取り） １１２

一般細菌数及び大腸菌群数（豚・ふき取り） １３２

ＧＦＡＰ残留量調査
＊
（牛枝肉ふき取り） １１２

　イ　衛生検査

検査項目 検査数

腸管出血性大腸菌検査（牛枝肉・施設ふきとり） ９０（　０　）

糞便系大腸菌群及びサルモネラ属菌（馬枝肉・肝臓ふき取り） ３６（　０　）

馬枝肉モニタリング検査（一般細菌数及び大腸菌群数、馬・ふき取り） ８４

ECペトリフィルム検査（牛・豚ふき取り） ２５

　ザルコシスティス検査（馬頸部筋肉・ＰＣＲ検査） １５（１）

（　）は陽性検体数

　＊　グリア繊維性酸性タンパク質。
　　　特定部位である脳・せき髄組織の残留量を確認するための検査。

４　衛生指導

（１）微生物検査

 〈と畜関係〉

　当所では、「平成2７年度と畜場における枝肉の微生物汚染実態調査等について」（平成2

７年7月30日付食安監発0730第1号厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安全課長通知）に基

づく検査の他、衛生検査を行っている。検査対象及び検査項目は下表のとおり。

　なお、陽性が検出されたと畜場については、結果に基づき衛生指導を実施済みである。
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〈食鳥関係〉 

ア 検査期間 

平成２７年１２月 

イ 検査項目 

   （ア） 一般生菌数 

   （イ） 大腸菌群数 

   （ウ） カンピロバクター属菌 

ウ 検査方法 

「食品衛生検査指針」及び「食鳥処理場における HACCP 方式による衛生管理指針」に準じる。

エ 検体数及び検査実施項目 

大規模食鳥処理場で、と体や製品及び施設・器具等のふき取り検査を実施した。 

オ 検査結果 

大規模Ａ(自動中抜き処理形態、ブロイラー)細菌検査結果 
 

  
脱羽後と

体 

内臓摘出

後 

と体 

内外洗浄

後 

と体 

チラー冷却

後 

と体 

カット室 

まな板 

カゴ（中抜き機下

の内臓受け） 

一般細菌数 257 4400 9200 8 13100 6200 

大腸菌群数 430 1220 1490 ND 850 2820 

カンピロ 

バクター 
（+） （+） （+） （-） （+） （+） 

 
（数値は１㎠あたり、と体は各３検体の平均、NDは検出限界未満） 

一般細菌数の目安 （食鳥処理場における HACCP方式による衛生管理指針） 

微生物学的目標 基準値：1,000個／㎠以下、不良値：10,000個／㎠以上 

 

 



- 36 - 

  
大規模Ｂ(外剥ぎ処理形態、成鶏・採卵鶏)細菌検査結果 

 

  
チラー後と

体胸部 

チラー後と体

大腿部 

カット室ベルト

コンベアー上

胸肉 

カット室ベルトコ

ンベアー上モモ

肉 

異物探知機後

胸肉 

シャック

ルカゴ 

一般細菌数 1570 770 4700 4700 810 0 

大腸菌群数 64 69 88 440 0 0 

カンピロ 

バクター 
（+） （+） （+） （+） （-） （-） 

 
（数値は１㎠あたり、と体は各３検体の平均） 

一般細菌数の目安 （食鳥処理場における HACCP方式による衛生管理指針） 

微生物学的目標 基準値：1,000個／㎠以下、不良値：10,000個／㎠以上 
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（２）衛生旬間 

と畜場及び食鳥処理場の清潔保持並びに、食肉等の衛生的な取扱いの強化及び関係者の衛生思想の

普及向上により、清潔で衛生的な食肉等の生産を図る目的で、毎年６月から７月に衛生旬間を定め衛

生標準作業手順書等に基づく衛生指導及び講習会を開催している。 

〈と畜関係〉 

と 畜 場 名  講習会開催月日 受講者数 衛 生 指 導 内 容 

県南食肉センター 6月25日 6名 ①衛生標準作業手順書に基づく作業点検表

を用いた作業手順の遵守確認 

②上記手順書に基づく記録等の点検  

③衛生講習会の実施  

九州協同食肉㈱ 6月18日 45名 

うきは市と畜場 6月25日 15名 

〈食鳥関係〉 

大規模食鳥処理場名 開催月日 受講者数 講 習 内 容  

㈱あらい 7月10日 24名 
①食中毒について  

②昨年度の衛生検査結果とカンピロバクタ

ー食中毒について 

③HACCPについて（製造環境整備と

食鳥処理のHACCP導入）  
㈱ヤマショウフーズ 7月7日 55名 

   認定小規模食鳥処理場については、県下２ヶ所で講習会を開催した。 

講 習 場 所  開催月日 受講者数 講 習 内 容  

福岡県食肉衛生検査所 7月1日 8名 
①食中毒について  

②昨年度の衛生検査結果とカンピロバクタ

ー食中毒について 

③HACCPについて（製造環境整備と

食鳥処理のHACCP導入）  
宗像総合庁舎 7月3日 5名 

 

（３）と畜場、大規模食鳥処理場に併設する食肉処理施設等の監視指導  

       本所は、福岡県食品衛生監視指導計画に基づき、と畜検査及び食鳥検査業務に併    

せてこれらの施設の監視指導を行っている。  

業種・種類  施設数  計画監視件数  監視件数  監視率 (%) 

①と畜場併設の食肉処理業のうち生食

用の馬肉及び肝臓取扱い施設  

②大規模食鳥処理場に併設する食肉処

理業  

4 1000 828 82.8 

①と畜場併設の食肉処理業のうち生食

用食肉取扱い施設  

②認定小規模食鳥処理場併設の食肉処

理業  

③対外国食肉輸出施設として認定され

た食肉処理業  

14 168 190 113.0 

野生獣肉を取り扱う食肉処理業  7 42 14 33.3 

と畜場併設の食肉処理業 (上記以外 ) 2 4 4 100 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章   調査研究  
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１ と畜場内のふきとり検査等による豚レンサ球菌強毒株の浸潤状況調査に

ついて 

 

福岡県食肉衛生検査所  ○大谷 公美、 松尾  浩子、 池田  加江  

                                   永田 祥代、 田原 徳三、 臂  博美  

 

はじめに 

豚レンサ球菌（Streptococcus suis 以下 S.suis とする。）は、臨床上健康な豚の半数以上は鼻

腔や扁桃に S.suis を保菌しているといわれるが、そのうちの一部が豚に髄膜炎、敗血症、関節炎、

肺炎等多様な病態を引き起こし、人にも感染する細菌である[1]。豚及び豚肉と職業上接触する機

会の多い人 (養豚業者、獣医師、と畜場職員、豚肉を取り扱う飲食業者 )が発症しており、感染した

豚や生肉に接触した際に皮膚の外傷から感染したものと考えられている。人での発症数は少ない

が、症状が重く、公衆衛生上注意が必要な人獣共通感染症である。 

 近年、Multilocus Sequence Typing（MLST）法による遺伝子型別が行われるようになり、ST1及び

ST27complex（以下 ST1、ST27 とする。）と呼ばれる株集団に、豚や人に髄膜炎や敗血症など侵

襲性の高い疾病を引き起こした株が多く含まれ、家畜衛生・公衆衛生上特に注意を要する集団で

あることが明らかになった[2]。 

今回、ST1 及び ST27 に属する菌株を広義の S.suis 強毒株とし、これらを識別する線毛関連遺

伝子プロファイリング法[2]を用いて、豚及びと畜場における S.suis 強毒株の浸潤状況について調

査を行い、と畜場作業従事者への強毒株の暴露の可能性について検討した。また、あわせてと畜

場作業従事者に対し、人獣共通感染症に関するアンケート調査を行ったので、その概要について

報告する。 

 

材料及び方法  

調査期間は平成 26 年 6 月から平成 27 年 2 月とし、管内 A と畜場を対象とした。 

（１）と畜場における S.suis 強毒株の浸潤状況について調査  

① 施設・器具等のふき取り調査  

A と畜場の頭部処理室の床や壁、シンク、かご、まな板等について、作業前又は作業中に

ふきとった検体を、10ｍｌの滅菌生食で洗い出したものを試料原液とし、ｵｷｿｲﾄﾞ連鎖球菌選択

ｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄ添加羊血液寒天培地に 18～24時間 CO2培養後、α 溶血性、グラム陽性球菌 (楕円

形)、カタラーゼ、オキシターゼ試験を実施した。陰性を確認した菌株について、コロニーダイレ

クト法で gdh 遺伝子検出による S.suis の同定を行った。S.suis と同定した菌株について、線毛

関連遺伝子プロファイリング法による S.suis 強毒株の識別を行った。 

② 健康豚の保菌状況調査  

A と畜場でと畜された健康豚の口腔内を、と畜検査後の頭部からふき取った。また、頭部

処理室において食肉処理中の健康豚頭部割面をふきとり、①と同様の方法で検査した。 
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③疣状心内膜炎を呈した豚の調査  

管内 A と畜場において確認された豚の疣状心内膜炎豚から分離した菌株について、純培

養後、①と同様の方法で検査した。 

（２）と畜場作業従事者に対する人獣共通感染症に関するアンケート調査  

平成 27 年 6 月に、A と畜場における作業従事者計 43 名に無記名でのアンケート調査を実施

した。内容は、年齢層、性別、人獣共通感染症の知識・関心について及び感染予防対策に関す

る内容とした。 

 

成績  

（１）と畜場における S.suis 強毒株の浸潤状況調査結果  

①施設・器具等のふき取り調査結果  

作業中のまな板のふきとり検体 1 検体のみに、ST27 が検出された。 

②健康豚の保菌状況調査結果  

健康豚の口腔内ふきとりでは 30 頭中 26 頭から S.suis が検出され、そのうち 2 頭から ST27

が検出された。頭部処理室豚割面ふきとりでは、8 頭全てに S.suis が検出され、そのうち ST1 が

2 頭、ST27 が 1 頭検出された。 

③疣状心内膜炎を呈した豚の調査結果  

疣状心内膜炎を呈した豚 9 頭中 8 頭から S.suis 強毒株が分離され、内訳は ST1 が 2 頭、

ST27 が 6 頭であった。 

 

表 1  S.suis 強毒株分離結果 
S.suis 

強毒株  

   
  ST1 ST27 

施設ふきとり 

作業前  
床、壁、排水

溝、器具等     
0%（0/15) ― ―   ― 

作業中  
①まな板  50%(8/16)  13%(1/8) 0 1 

②水槽  50%(2/4)  0%（0/2)      

健康豚口腔内ふきとり 87%(26 頭/30 頭 ) 8%(2 頭/26 頭）  0 2 

豚頭部割面ふきとり 100%(8 頭/8 頭 )  38%(3 頭/8 頭）  2 1 

疣状心内膜炎豚  89%(8 頭/9 頭 ) 100%(8 頭/8 頭 ) 2 6 

 

（２）と畜場従事者に対する人獣共通感染症に関するアンケート調査結果  

アンケート結果から、と畜場作業従事者は腸管由来とされる食中毒細菌（O-157、サルモネラ、カ

ンピロバクター等）については関心が高く、感染の危険性を意識しているが、S.suis ついては、関心

が低いことがわかった。 

図１ アンケート結果 (抜粋 ) 



- 40 - 

 

   

   

 

考察  

今回の結果においても過去の報告と同様、疣状心内膜炎を呈した豚は高率に S.suis 強毒株と

識別される菌に感染していたことがわかった。このことから、廃棄対象豚（疑いも含めた）の取り扱

いについては、S.suis 汚染を念頭に、出荷肉等との交差汚染防止の徹底の必要性について、A と

畜場に対し指導を行った。 

また、頭肉処理作業中の施設ふき取り調査において、まな板から ST27 が検出されたこと、及び

健康豚口腔内及び頭部からも ST1、ST27が検出されたことから、頭部処理においても人獣共通感

染症のリスクがあることがわかった。今回の結果からと作業従事者が S.suis 強毒株に暴露してい

る可能性が高いことが判明したが、今後、感染リスクを、さらに詳しく調べるためには、と畜場作業

従事者の健康調査や血中抗体価等、人側からのアプローチが必要であると思われる。 

一方、アンケートの結果、腸管出血性大腸菌やカンピロバクターなどに比べ、と畜場作業従事

者の S.suis への関心は明らかに低く、そのリスクが正しく理解されているとは言い難い状況であっ

た。今回の検査結果をふまえて、頭部処理における S.suis の感染リスクを認識してもらうため、今

年 6 月に、と畜場作業従事者に対し、衛生講習会を実施した。今後も、と畜場作業従事者へ食品

衛生の観点だけでなく、人獣共通感染症の観点からも衛生教育を実施していきたい。 

今回の調査を行うにあたり、御助言、御協力を頂いた福岡県中央家畜保健衛生所  病性鑑定

課諸氏に深謝いたします。 

引用文献  

[1] Streptococcus suis の多様性と病原因子（高松大輔 .2011 年 .日本細菌学雑誌 .66(1):7-21） 

[2] 線毛関連遺伝子のプロファイリングによる疾病リスクの高い Streptococcus suis 株の識別

（高松大輔 .2011 年 .日獣会誌 .64:600-603） 



年度 演　　題　　名 演　者  ・ 学　会　名

・ブロイラーにおける主な全部廃棄疾病の季節的変化の一考察 久野 友幸　 ・日本獣医公衆衛生学会（九州）

・食鳥処理場における細菌汚染状況について 臂 博美 ・九州地区食検協研修会

・食肉中の残留抗菌性物質の実態調査について 中村 和久 ・九州地区食検協研修会

・牛の肝臓の増殖性好酸球性小葉間静脈炎について 宮之脇健二 ・九州地区食検協研修会

・鶏の尿酸塩沈着症 小川 卓司 ・全国食検協病理部会

・増殖性好酸球性小葉間静脈炎 長濱 邦昭　 ・全国食検協病理部会

・食肉、食鳥肉衛生技術研修会

・FIDガスクロマトグラフィーによる防ばい剤イマザリル・TBZ 佐藤 清　 ・日本獣医公衆衛生学会（九州）

　分析法

・豚丹毒菌の鋳型DNAの抽出及び増幅DNAの解析 高田 則子 ・全国食検協理化学部会

中村 和久 ・九州地区食検協研修会

・ミセルクロマトグラフィーによる血清中の抗菌性物質の 宮崎 祐之 ・日本獣医公衆衛生学会（九州）

　迅速検査法 池野清太郎 ・全国食検協理化学部会

・食肉、食鳥肉衛生技術研修会

・ミセルクロマトグラフィーによる血清中アンピシリンの迅速定量 宮崎 祐之 ・日本獣医師会雑誌第48巻第10号

    平成7年10月号

・フォトダイオードアレイ検出器付高速液体クロマトグラフィーを 佐藤 清 ・福岡県獣医師会会報

　用いた畜水産物中の合成抗菌剤の一斉分析法

・畜水産食品中の残留合成抗菌剤の一斉分析法 宮崎 祐之 　・福岡県獣医師会会報

  （改訂法）での高速液体クロマトグラフィー（HPLC）

　分析における検体由来妨害ピークの発生要因の検討

・多波長検出器を用いた高速液体クロマトグラフィー 松尾 樹治 ・九州地区食検協研修会

　（アイソクラティック溶出）による厚生省モニタリング ・食肉、食鳥肉衛生技術研修会

  １３合成抗菌剤の一斉分析法（改訂法）の検討

・大規模食鳥処理場における「朝引き鳥」の微生物制御について 坂井 義博 ・日本獣医公衆衛生学会（九州）

・日常検査におけるニューキノロン系の同時分析 野中 寿子 ・全国食検協理化学部会

・病変部由来豚丹毒菌の疫学的解析 高田 則子 ・全国食検協微生物部会

・食肉衛生技術研修会

・一斉分析法におけるニューキノロン剤の同時分析 安在 敏 ・九州地区食検協研修会

・食肉衛生技術研修会

9 ・と畜場で分離された大腸菌Ｏ１５７の解析 高山 優子 ・日本獣医公衆衛生学会（全国）

・認定小規模食鳥処理場の指導について 迎田 惠之 ・九州地区食検協研修会

・食鳥肉衛生技術研修会

・食鳥処理場における食中毒細菌汚染状況調査とその改善策 井手 修 ・全国食検協微生物部会

　 ・食鳥肉衛生技術研修会

・食鳥処理場における食鳥肉等のサルモネラ汚染状況 前田 宏昭 ・日本獣医公衆衛生学会（九州）

・日本獣医公衆衛生学会（全国）

・福岡県食肉衛生検査所における過去５年間の食鳥検査状況 浜崎 伸一　 ・福岡県公衆衛生学会

10

２　学会及び誌上発表一覧

5

6

7

8
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年度 演　　題　　名 演　者  ・ 学　会　名

・福岡県における大規模食鳥処理場のカンピロバクター 安増 邦理 ・福岡県公衆衛生学会

　およびサルモネラ汚染の実態調査

・食鳥処理場におけるカンピロバクターの検出率と 安増 邦理 ・全国食検協微生物部会

　ＲＡＰＤ－ＰＣＲ法による解析

・と畜場で分離された大腸菌Ｏ１５７の解析 高山 優子 ・福岡県公衆衛生学会

・全国公衆衛生学会

・生き残りをかけたＡと畜場への衛生指導 竹内 峰男 ・九州地区食検協研修会

・食肉衛生技術研修会

・パルスフィールドゲル電気泳動法による食鳥処理場 前田 宏昭　 ・日本獣医公衆衛生学会（九州）

　由来サルモネラの疫学解析

・PCRによるCampylobacter jejuniの迅速検査法 安増 邦理 ・九州地区食検協研修会

・食鳥肉衛生技術研修会

・カンピロバクターの馬尿酸塩加水分解試験についての 永田 朋子 ・九州地区食検協研修会

　一考察 ・食鳥肉衛生技術研修会

・経過措置期間中の牛解体作業における衛生指導について 梅崎みどり ・九州地区食検協研修会

・食鳥処理場における衛生対策の検証 井手 修 ・九州地区食検協研修会

實政 智恵 ・食肉、食鳥肉衛生技術研修会

・鶏におけるＶＲＥ保菌調査 真鍋 修一 ・九州地区食検協研修会

・食肉、食鳥肉衛生技術研修会

・豚におけるＶＲＥ保菌調査と枝肉の汚染調査 上田 敦士 ・日本獣医公衆衛生学会（九州）

・福岡県公衆衛生学会

・全国公衆衛生学会

・中抜き方法が異なる食鳥処理場における食鳥肉等の 井手 修 ・九州地区食検協研修会

　微生物汚染について 野見山 亨 ・食鳥肉衛生技術研修会

・と畜場における衛生意識向上のとりくみ 梅崎 由佳 ・福岡県公衆衛生学会

・牛におけるCampylobacter属菌の検出 安増 邦理 ・九州地区食検協研修会

・牛胆汁におけるカンピロバクター属菌の保菌状況 松木 三郎 ・福岡県公衆衛生学会

・認定小規模食鳥処理業者の衛生教育について 戸越 幸子 ・九州地区食検協研修会

荒牧 明世 ・食鳥肉衛生技術研修会

・ブロイラーにおけるカンピロバクター属菌の農場別保菌状況 松木 三郎 ・九州地区食検協研修会

　および薬剤感受性について

・認定小規模食鳥処理施設における衛生検査と改善 長濱 邦昭 ・日本獣医公衆衛生学会（九州）

　指導について

・イヌ、ネコ、ウシ、ブタにおけるクリプトスポリジウムの検出結果 藤田　幸辰 ・日本獣医公衆衛生学会（九州）

・牛海綿状脳症（BSE）検査の取り組み 石田 剛 ・福岡県公衆衛生学会

・福岡県における動物由来感染症予防体制整備事業 荒牧 明世 ・日本獣医公衆衛生学会（九州）

　について ・福岡県獣医師会会報

・牛、豚およびブロイラーにおけるカンピロバクター 松木 三郎 ・日本獣医公衆衛生学会（九州）

　属菌の保菌状況および食肉汚染について

・残留抗菌性物質独自モニタリング検査法の検討 松木 三郎 ・九州地区食検協研修会

11

10

15

14

13

12
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B.megaterium

Coxiella burnetii

・肉眼的に肺腫瘍との鑑別が困難であった馬の肺に形成 一二三達郎・九州地区食検協研修会

　されたCryptococcomaの一例 ・日本獣医公衆衛生学会（九州）

・牛の第四胃粘膜下腫瘤、肝臓腫瘤 一二三達郎・全国食検協病理部会

・馬におけるCampylobactor属菌の保菌状況調査 釼崎　健太・九州地区食検協研修会

・食肉衛生技術研修会

24

16

22

21

20

17

19

18
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年度 演　　題　　名 演　者  ・ 学　会　名

・肉眼的に結核病が疑われた牛の原発不明腺癌の一例 木下広之 ・九州地区食検協研修会

・馬肝臓の灰白色硬結節におけるエキノコックス（多包虫） 一二三達郎・九州地区食検協研修会

　感染状況調査

・馬肝臓の灰白色硬結節におけるエキノコックス（多包虫） 池田加江 ・日本獣医公衆衛生学会（九州）

　感染状況調査 ・日本獣医公衆衛生学会（全国）

・胸壁への転移がみられた牛の胸膜原発線維肉腫の１例 一二三達郎・日本獣医公衆衛生学会（九州）

・福岡県のと畜場に搬入された馬にみられた肝臓灰白色 一二三達郎・日本獣医師会雑誌第68巻第4号

 硬結節と多包虫感染との関連性

・生食用食肉の腸内細菌科菌群検出試験法を応用した 植中 俊尚 ・九州地区食品衛生監視員研修会

 ふき取り検査等による生食用食肉加工施設への衛生指導 ・全国食品衛生監視員研修会

 について  （誌上発表）

・と畜場内のふきとり検査等による豚レンサ球菌強毒株 大谷　公美・九州地区食検協研修会

 の浸潤状況調査について
27

26

25
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